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1. 平成26年9月期の連結業績（平成25年10月1日～平成26年9月30日）

（注）１．当社は、平成25年９月期より連結財務諸表を作成しているため、平成25年９月期の対前期増減率、自己資本当期純利益率及び総資産経常利益率を記
　　　　　載しておりません。

２．当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮
　　定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しております。
３．平成25年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、平成25年９月期において当社株式は非上場であり、
　　期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
４．当社は、平成26年７月15日に東京証券取引所マザーズに上場しております。平成26年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、新規上場日か
　　ら平成26年９月期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

(2) 連結財政状態

（参考） 自己資本 26年9月期 1,583百万円 25年9月期 153百万円
（注）当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定
　　　して、１株当たり純資産を算定しております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年9月期 2,047 134.1 561 82.1 545 77.3 309 54.4
25年9月期 874 ― 308 ― 307 ― 200 ―

（注）包括利益 26年9月期 314百万円 （58.3％） 25年9月期 198百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年9月期 56.11 55.94 35.7 41.0 27.4
25年9月期 37.17 ― ― ― 35.3

（参考） 持分法投資損益 26年9月期 △10百万円 25年9月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年9月期 2,139 1,583 74.0 262.29
25年9月期 518 153 29.5 28.37

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年9月期 93 △102 1,047 1,203
25年9月期 229 △78 △18 155

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
26年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
27年9月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成27年９月期の連結業績予想（平成26年10月１日～平成27年９月30日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）第２四半期（累計）の業績予想は行っておりません。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,314 61.9 1,000 78.1 1,000 83.5 600 93.6 99.39



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた
　　　と仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

新規 3社 （社名）
株式会社イグニッション、スワッグアッ
プ株式会社、株式会社スタジオキング 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年9月期 6,038,900 株 25年9月期 5,400,000 株
② 期末自己株式数 26年9月期 ― 株 25年9月期 ― 株
③ 期中平均株式数 26年9月期 5,524,068 株 25年9月期 5,400,000 株

（参考）個別業績の概要

平成26年9月期の個別業績（平成25年10月1日～平成26年9月30日）

（注）１．当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
　　　　　て、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しております。

２．平成25年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、平成25年９月期において当社株式は非上場であり、
　　期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
３．当社は、平成26年７月15日に東京証券取引所マザーズに上場しております。平成26年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、新規上場日か
　　ら平成26年９月期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

(2) 個別財政状態

（参考） 自己資本 26年9月期 1,396百万円 25年9月期 148百万円
（注）当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、
　　　１株当たり純資産を算定しております。

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年9月期 1,064 36.4 219 △25.9 214 △27.5 130 △32.5
25年9月期 780 285.6 296 ― 295 ― 193 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

26年9月期 23.67 23.59
25年9月期 35.86 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年9月期 1,809 1,396 77.2 231.25
25年9月期 499 148 29.8 27.58

※ 監査手続の実施状況に関する表示
　この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手
続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２.「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。



○添付資料の目次

 

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………… 2
（１）経営成績に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 2
（２）財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………………… 3
（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 4
（４）事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 4

２．企業集団の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 9
３．経営方針 ………………………………………………………………………………………………………………… 10
（１）会社の経営の基本方針 …………………………………………………………………………………………… 10
（２）目標とする経営指標 ……………………………………………………………………………………………… 10
（３）中長期的な会社の経営戦略 ……………………………………………………………………………………… 10
（４）会社の対処すべき課題 …………………………………………………………………………………………… 10

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 12
（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 12
（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 14

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 14
連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 15

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 16
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 17
（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 18

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 18
（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 18
（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 18
（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 18

５．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 21
（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 21

 

- 1 -

株式会社イグニス（3689）　平成26年９月期 決算短信



１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

 当連結会計年度における我が国経済は、公共投資を中心とした経済政策による財政出動や日本銀行による大規

模金融緩和策の継続、米国経済の堅調な回復などを背景に円安・株高となり、一定の回復を見せております。し

かしながら、足元では急激な円安による個人の消費マインド低下の懸念や地政学的リスクの高まりなどを要因と

して、先行きが不透明な状況となっております。

 当社グループの主要な事業領域である国内スマートフォン向けアプリ市場は、スマートフォンの国内普及件数

が平成26年９月に6,248万件となり（注１）、国内携帯電話端末契約数の過半数を超えたことを背景として急速

な拡大を続けております。国内スマートフォン向け広告市場については平成26年の市場規模が2,304億円に達す

る見込みであり、前年比で139.5%と予測されております（注２）。また、国内スマートフォンゲーム市場につい

ても、平成26年の市場規模が6,584億円に達する見込みであり、前年比で120.4%と予測されております（注

２）。

 このような経営環境の中、当社グループは市場競争力の基盤である無料ネイティブアプリ（注３）のMAU（注

４）が順調に積み上がっていることを背景として、「だーぱんコレクション」に代表される既存タイトルや「ネ

ズミだくだく～マウス繁殖セット～」等の新規タイトルの無料ネイティブアプリから安定的な広告収入を確保す

るとともに、複数のアプリ等の売却により売却収入を獲得いたしました。

 また、新しいビジネスモデルとして経営資源を投入している全巻無料型ハイブリッドアプリ（注５）では、各

出版社と連携し「サラリーマン金太郎」（注６）を始め、複数の有名な漫画作品を提供いたしました。同アプリ

は20代から30代を中心にユーザーを多く獲得し、広告収入及び課金収入の拡大に寄与いたしました。

 さらには、ネイティブソーシャルゲーム（注７）「神姫覚醒!!メルティメイデン」について、積極的なプロモ

ーション活動及びゲーム運用のノウハウ蓄積に伴い順調にユーザー数が拡大し、課金収入の獲得に寄与した他、

平成26年９月30日付の売却に伴い売却収入を獲得いたしました。

 

（注）１．出典：株式会社MM総研[東京・港区]

２．出典：株式会社CyberZ[東京・渋谷区]

３．ネイティブアプリとは、プログラムをApp StoreやGoogle Play等のプラットフォームを通じて端末に

ダウンロードして利用するアプリケーションのことであり、常時ネットワーク環境を必要とするブラ

ウザアプリと比し、利用時のユーザーストレスが少ないことを特徴とするものであります。

４．MAUとは、Monthly Active Usersの略で、ある月に１回以上、アプリの利用があったユーザーの数の

ことであります。なお、平成26年９月末時点におけるMAUは771万人であります。

５．全巻無料型ハイブリッドアプリとは、すべてのコンテンツを毎日30分無料で提供し、30分以降もコン

テンツを楽しみたいユーザーは特定の話数を課金購入することで続きを楽しむことができ、収益源が

広告収入と課金収入のハイブリッド型となっているアプリであります。

６．平成26年11月13日現在において、本アプリの配信期間は終了しております。

７．ネイティブソーシャルゲームとは、ネイティブアプリのうち他のユーザーとコミュニケーションを取

りながらプレイするオンラインゲームのことであります。

 

 当社グループはスマートフォンアプリ事業の単一セグメントのため、セグメントごとの記載はしておりませ

ん。なお、ジャンルごとの取組みは以下の通りであります。

 

（無料ネイティブアプリ）

 無料ネイティブアプリによる広告収入を拡大させるため、人員拡充による開発ラインの強化や広告設計のさら

なる見直し等の施策を実施したことにより、MAUが771万人に拡大いたしました。これにより既存タイトル並びに

新規タイトルからの安定的な広告収入を確保した他、複数のアプリ等の売却により売却収入を獲得いたしまし

た。

 また、米国市場への投入アプリの増加や台湾市場への進出など、海外展開を加速しております。

 この結果、当連結会計年度における当ジャンルの売上高は1,441,985千円となりました。

 

（全巻無料型ハイブリッドアプリ）

 平成25年９月より提供を開始した全巻無料型の漫画アプリ「サラリーマン金太郎」を始め、当連結会計年度は

App Storeにて「ろくでなしBLUES」、「銀牙伝説WEED」、「ナニワ金融道」や「漂流ネットカフェ」などの漫画

アプリを提供いたしました。また、Google Playにて「ろくでなしBLUES」、「銀牙伝説WEED」や「ナニワ金融

道」などの漫画アプリに加え、平成26年９月より複数の漫画作品を一度に楽しめる当社グループ初のストア型漫

画アプリの提供を開始いたしました。
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 これらのアプリが20代から30代の世代を中心に支持されたことにより、ユーザー数を順調に獲得し、収益の拡

大に大きく寄与いたしました。引き続き、同世代に馴染みのある漫画タイトルを提供するため大手出版社との交

渉を進めております。

 この結果、当連結会計年度における当ジャンルの売上高は256,272千円となりました。

 

（ネイティブソーシャルゲーム）

 平成25年11月にGoogle Playにて提供を開始したネイティブソーシャルゲーム「神姫覚醒!!メルティメイデ

ン」のAndroid版について、積極的なプロモーション活動を実施すると共に、iOS版を通して培ったゲーム運用の

ノウハウを蓄積することができたことで、ユーザー数が拡大し課金収入の獲得に寄与いたしました。また、同タ

イトルを平成26年９月30日付でiOS版及びAndroid版ともに株式会社マイネットに対して売却したことに伴い売却

収入を獲得いたしました。

 ネイティブソーシャルゲームは平成26年11月13日現在、新作を開発中であります。

 この結果、当連結会計年度における当ジャンルの売上高は349,567千円となりました。

 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は2,047,824千円（前連結会計年度比134.1%増）、営業利益は561,748千

円（前連結会計年度比82.1%増）、経常利益は545,164千円（前連結会計年度比77.3%増）、当期純利益は309,969

千円（前連結会計年度比54.4%増）となりました。

 

② 次期の見通し

 当社は、今まで蓄積したスマートフォン向けネイティブアプリの企画、開発ノウハウを活かすとともに、採用

活動に注力することで開発体制の更なる強化を予定しております。 

 また、無料ネイティブアプリ「だーぱんシリーズ」や漫画系全巻無料型ハイブリッドアプリをはじめとする 

既存ジャンルアプリのさらなる拡充や、新たにニーズのあるジャンルへもチャレンジし、国内外を問わず、更な

るユーザー層の拡大に努めてまいります。

 

（２）財政状態に関する分析

① 資産・負債及び純資産の状況

（資産）

 当連結会計年度末の総資産は2,139,554千円となり、前連結会計年度末に比べ1,620,939千円増加致しました。

流動資産は1,891,428千円（前連結会計年度末比1,521,975千円増）となりました。主な増加要因は、東京証券取

引所マザーズ上場に伴う公募増資等により現金及び預金が1,048,249千円増加したこと及び事業規模の拡大によ

り売掛金が387,876千円増加したことによるものであります。固定資産は248,126千円（前連結会計年度末比

98,963千円増）となりました。主な増加要因は事業規模の拡大によりソフトウェアが40,109千円増加したこと及

び繰延税金資産が34,338千円増加したことによるものであります。

 

（負債）

 当連結会計年度末の負債は555,591千円となり、前連結会計年度末に比べ190,171千円増加致しました。流動負

債は542,815千円（前連結会計年度末比231,050千円増）となりました。主な増加要因は、事業規模の拡大により

未払金が195,535千円増加したこと及び未払法人税等が59,009千円増加したことによるものであります。固定負

債は12,776千円（前連結会計年度末比40,879千円減）となりました。主な減少要因は、借入金の返済により長期

借入金が40,896千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

 当連結会計年度末の純資産は1,583,962千円となり、前連結会計年度末に比べ1,430,767千円増加致しました。

主な増加要因は、東京証券取引所マザーズ上場に伴う公募増資等により資本金が558,398千円、資本剰余金が

558,398千円増加したこと及び当期純利益309,969千円の計上等により利益剰余金が309,452千円増加したことに

よるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は1,203,584千円となり、前連結会

計年度末に比べ1,048,249千円増加致しました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における営業活動による資金の増加は93,681千円となりました。主な増加要因は、税金等調整

前当期純利益545,164千円及び未払金の増加195,503千円によるもの、主な減少要因は、売上債権の増加387,601

千円及び法人税等の支払290,863千円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における投資活動による資金の減少は102,217千円となりました。主な減少要因は、無形固定

資産の取得による支出43,930千円及び関係会社株式の取得34,751千円があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度における財務活動による資金の増加は1,047,138千円となりました。主な増加要因は、東京証

券取引所マザーズ上場に伴う株式の発行による収入1,111,690千円によるもの、主な減少要因は、長期借入金の

返済による支出54,552千円によるものであります。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 

  平成25年９月期 平成26年９月期

自己資本比率（％） 29.5 74.0

時価ベースの自己資本比率（％） － 1,459.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.3 －

インタレスト・カバレッジ・レシオ 146.8 63.6

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

４．平成25年９月期の時価ベースの自己資本比率については、当社株式が非上場であったため、記載してお

りません。

５．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ています。

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、財務体質の強化と事業拡大の為の内部留保の充実等を図ることが重要であると考え、過去において配当

を行っておりませんが、株主に対する利益還元も経営の重要課題であると認識しております。

 今後の配当政策の基本方針としましては、平成27年９月期については無配の予定でありますが、収益力の強化や

事業基盤の整備を実施しつつ、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を勘案したうえで、株主への安定

的かつ継続的な利益還元を検討していく方針であります。また、現時点では将来における実現可能性及びその実施

時期等について未定であります。内部留保資金につきましては、事業拡大を目的とした中長期的な事業原資として

利用していく予定であります。

 なお、剰余金の配当を行う場合、年１回の期末配当を基本方針としており、期末配当の決定機関は株主総会とな

っております。また、当社は中間配当を取締役会の決議によって行うことができる旨を定款に定めております。

 

（４）事業等のリスク

 以下において、当社グループの事業展開その他に関してリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を

記載しております。また必ずしも、そのようなリスク要因に該当しない事項につきましても、投資家の判断上、重

要であると考えられる事項については、投資家に対する積極的な情報開示の観点から以下に開示しております。当

社グループは、これらのリスク発生の可能性を十分に認識した上で発生の回避及び発生した場合の対応に努める方

針ではありますが、当社株式に関する投資判断は、本項及び本書中の本項以外の記載事項を慎重に検討した上で行

われる必要があると考えております。なお、文中の将来に関する事項は、平成26年11月13日現在において当社グル

ープが判断したものであり、将来において発生の可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。
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① スマートフォン関連市場について

 当社グループは、スマートフォン上でのサービスを中心としたアプリ事業を主たる事業領域としていることか

ら、ネットワークの拡充と高速化、スマートフォンデバイス自体の進化、多様化、それに伴う情報通信コストの

低価格化等により、スマートフォン関連市場が今後も拡大していくことが事業展開の基本条件であると考えてお

ります。しかしながら、今後新たな法的規制の導入、技術革新の遅れ、利用料金の改定を含む通信事業者の動向

など、当社の予期せぬ要因によりスマートフォン関連市場の発展が阻害される場合には、当社グループの事業展

開及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

② 他社との競合について

 当社グループは、ツールアプリ「だーぱんコレクション」をはじめとして、様々な特色あるサービスの提供や

提供するサービスのジャンルの充実等に取り組み、競争力の向上を図っております。しかしながら、当社グルー

プと同様にインターネットやスマートフォンでアプリ等のサービスを提供している企業や新規参入企業との競争

激化により、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

 

③ スマートフォン専用アプリサービスについて

 当社グループは、スマートフォンの急速な普及とそれに伴う市場の構造変化を大きな成長機会と認識し、スマ

ートフォンアプリ事業を主軸としております。当社グループとしては、今後も、スマートフォン市場は拡大する

と見込み、スマートフォンアプリ事業に、経営資源を投入していく方針であります。しかし、当社グループの企

図するとおりに、スマートフォン専用アプリサービスが成長を続ける保証はなく、その成長が当社の見込みを大

きく下回った場合、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

 

④ ユーザーの嗜好の変化について

 当社グループが開発・運営するスマートフォンアプリやゲーム等においては、ユーザーの嗜好の移り変わりが

激しく、ユーザーのニーズに対応するコンテンツの開発・導入が何らかの要因により困難となった場合には、想

定していた広告による収益または課金アイテムの販売による収益が得られない可能性があります。その結果、当

社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

⑤ Apple Inc. 及び Google Inc.の動向について 

 当社グループの売上はスマートフォンアプリの広告売上及び課金売上であり、当社グループの事業モデルは、

Apple Inc.及びGoogle Inc.の２社のプラットフォーム運営事業者への依存が大きくなっております。これらプ

ラットフォーム運営事業者の事業戦略の転換並びに動向によっては、手数料率等の変動等何らかの要因により、

当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

⑥ 公序良俗に違反する広告及びサイトに対する規制について

 当社グループが運営するスマートフォンアプリは、数多くのアドネットワークを含む広告代理店（以下「広告

代理店等」という）へ広告の掲載を委託しており、広告の内容や広告のリンク先については広告代理店等の裁量

に任せる部分が多く、公序良俗に反する広告が掲載されてしまう可能性があります。当社といたしましては、広

告代理店等との取引開始時における審査の実施や社内にて広告掲載基準を設置するなど、広告及びリンク先のサ

イトの内容についての管理を実施しております。また、当社の社員が定期的に既に掲載されている広告及び広告

のリンク先サイトを巡回し、広告掲載基準の遵守状況を監視しております。広告掲載基準に違反する行為が発見

された場合には、警告や契約解除などの措置をとっております。

 しかしながら、広告主等が公序良俗に反する広告や商品・サービスの提供、コンテンツの掲載を当社グループ

の意図に反して継続することにより、当社グループの提供するアプリや当社グループのアカウントがプラットフ

ォーム運営事業者により削除された場合には、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

⑦ システム障害について

 当社グループの事業は、スマートフォンやPC、コンピュータ・システムを結ぶ通信ネットワークに全面的に依

存しており、自然災害や事故（社内外の人的要因によるものを含む）等によって通信ネットワークが切断された

場合には、当社グループの事業及び業績は深刻な影響を受けます。また、当社グループのコンピュータ・システ

ムは、適切なセキュリティ手段を講じて外部からの不正アクセスを回避するよう努めておりますが、当社グルー

プの運営する各コンテンツへのアクセスの急激な増加、各サーバーやクラウドサービスの停止等の予測不可能な

様々な要因によってコンピュータ・システムがダウンした場合や、コンピュータ・ウイルスやクラッカーの侵入

等によりシステム障害が生じた場合には、当社グループの事業及び業績に影響を与える可能性があります。

 

- 5 -

株式会社イグニス（3689）　平成26年９月期 決算短信



⑧ 個人情報管理について

 当社グループは、当社が運営するコンテンツ利用者の個人情報を取得する場合があります。当社グループでは

「個人情報の保護に関する法律」に従い、個人情報の厳正な管理を行っております。このような対策にも関わら

ず、個人情報の漏洩や不正使用等の事態が生じた場合、損害賠償請求等の金銭補償や企業イメージの悪化等によ

り、当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 

⑨ 特定人物への依存について

 当社グループの代表取締役社長である銭錕は、創業者であると同時に創業以来当社グループの事業推進におい

て重要な役割を担って参りました。同氏は、インターネットサービスの企画から開発、運用に至るまで豊富な経

験と知識を有しております。当社グループの設立以降は、経営方針や事業戦略の決定及びその遂行において重要

な役割を果たしております。

 また、代表取締役である鈴木貴明は、インターネットサービスの開発技術及びそれらに関する豊富な経験と知

識を有しており、最高技術責任者として当社グループの技術的判断、経営方針や事業戦略の決定及びその遂行に

おいて重要な役割を果たしております。

 当社グループでは、取締役会や経営会議等において役員及び社員への情報共有や権限移譲を進めるなど組織体

制の強化を図りながら、両氏に過度に依存しない経営体制の整備を進めております。しかしながら、何らかの理

由により両氏が当社グループの経営執行を継続することが困難になった場合には、当社グループの事業展開及び

経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

⑩ 人材の採用・育成について 

 当社グループは、今後急速な成長が見込まれる事業の展開や企業規模の拡大に伴い、継続的に幅広く優秀な人

材を採用し続けることが必須であると認識しております。質の高いサービスの安定稼働や競争力の向上に当たっ

ては、開発部門を中心に極めて高度な技術力・企画力を有する人材が要求されていることから、一定以上の水準

を満たす優秀な人材を継続的に採用すると共に、成長ポテンシャルの高い人材の採用及び既存の人材の更なる育

成・維持に積極的に努めていく必要性を強く認識しております。しかしながら、当社グループの採用基準を満た

す優秀な人材の確保や人材育成が計画通りに進まなかった場合には、当社グループの事業展開及び経営成績に影

響を及ぼす可能性があります。

 

⑪ 社歴が浅いことについて

 当社グループは平成22年５月に設立された社歴の浅い会社であります。スマートフォンアプリ業界を取り巻く

環境はスピードが速く流動的であるため、当社グループにおける経営計画の策定には不確定事象が含まれざるを

得ない状況にあります。また、そのような中で過年度の財政状態及び経営成績からでは今後の業績を予測するに

は不十分な面があります。

 

⑫ 内部管理体制の整備状況にかかるリスクについて

 当社グループは、企業価値を継続的かつ安定的に高めていくためには、コーポレート・ガバナンスが有効に機

能するとともに、適切な内部管理体制の整備が必要不可欠であると認識しております。

 業務の適正性及び財務報告の信頼性の確保のための内部統制システムの適切な整備・運用、さらに法令・定

款・社内規程等の遵守を徹底しておりますが、事業の急速な拡大により、十分な内部管理体制の整備が追いつか

ない状況が生じる場合には、適切な業務運営が困難となり、当社グループの事業及び業績に重要な影響を及ぼす

可能性があります。

 

⑬ 技術革新への対応について

 当社グループのサービスはインターネット関連技術に基づいて事業を展開しておりますが、インターネット関

連分野は新技術の開発及びそれに基づく新サービスの導入が相次いで行われ、非常に変化の激しい業界となって

おります。また、ハード面においては、スマートフォンの普及が急速に進んでおり、新技術に対応した新しいサ

ービスが相次いで展開されております。このため、当社グループは、エンジニアの採用・育成や創造的な職場環

境の整備、また特にスマートフォンに関する技術、知見、ノウハウの取得に注力しております。しかしながら、

係る知見やノウハウの獲得に困難が生じた場合、また技術革新に対する当社の対応が遅れた場合には、当社グル

ープの競争力が低下する可能性があります。更に、新技術への対応のために追加的なシステム、人件費などの支

出が拡大する可能性があります。このような場合には、当社グループの技術力低下、それに伴うサービスの質の

低下、そして競争力の低下を招き、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。
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⑭ 海外展開について

 当社グループは子会社のIGNIS AMERICA, INC.を中心として、当社グループのアプリを海外で積極的に展開す

ることを企図しています。しかし、海外においてはユーザーの嗜好や法令等が、本邦と大きく異なることがあ

り、当社グループの想定どおりに事業展開できない場合には、当社グループの事業及び業績に重要な影響を及ぼ

す可能性があります。

 

⑮ 法的規制について

 当社グループが属するスマートフォンアプリ業界に関しては、過度な射幸心の誘発等について一部のメディア

から問題が提起されております。近年では、「コンプリートガチャ」(注１)と呼ばれる課金方法が「不当景品類

及び不当表示防止法(景品表示法)」に違反するとの見解が平成24年７月に消費者庁より示されております。これ

に関して当社グループでは、「コンプリートガチャ」を当初より採用しないことで対応しており、当社グループ

のサービスには大きな影響を与えていないと認識しております。当社グループは法令を遵守したサービスを提供

することは当然でありますが、今後も変化する可能性がある社会的要請については、サービスを提供する企業と

して、自主的に対処・対応し、業界の健全性・発展性を損なうことのないよう努めていくべきであると考えてお

ります。しかしながら、今後、社会情勢の変化によって、既存の法令等の解釈の変更や新たな法令等の制定等、

法的規制が行われた場合には、当社グループの事業が著しく制約を受け、当社グループの事業及び業績に大きな

影響を及ぼす場合があります。

 

（注）１．コンプリートガチャとは、ランダムに入手するアイテムやカードを一定枚数揃えることで稀少なアイテ

ムやカードを入手できるシステムをいいます。

 

⑯ 知的財産権の管理について 

 当社グループは、運営するコンテンツ及びサービスに関する知的財産権の獲得に努めております。また、第三

者の知的財産権の侵害を防ぐ体制として、総務・人事担当及び顧問弁護士への委託等による事前調査を行ってお

ります。しかしながら、万が一、当社グループが第三者の知的財産権を侵害した場合には、当該第三者から損害

賠償請求や使用差止請求等の訴えを起こされる可能性があり、これらに対する対価の支払い等が発生する可能性

があります。また、当社グループが保有する知的財産権について、第三者により侵害される可能性があるほか、

当社グループが保有する権利の権利化が出来ない場合もあります。こうした場合、当社グループの事業及び業績

に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 

⑰ コンプライアンス体制について

 当社グループでは、今後企業価値を高めていくためにはコンプライアンス体制が有効に機能することが重要で

あると考えております。そのため、コンプライアンスに関する社内規程を策定し、全役員及び全従業員を対象と

して社内研修を実施し、周知徹底を図っております。併せて、コンプライアンス体制の強化に取り組んでおりま

す。しかしながら、これらの取組みにも関わらずコンプライアンス上のリスクを完全に解消することは困難であ

り、今後の当社グループの事業運営に関して法令等に抵触する事態が発生した場合、当社グループの企業価値及

び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

⑱ 新株予約権の行使による株式価値の希薄化について

 当社グループは、当社グループの役員及び従業員に対するインセンティブを目的とし、新株予約権を付与して

おります。これらの新株予約権が権利行使された場合、当社株式が新たに発行され、既存の株主が有する株式の

価値及び議決権割合が希薄化する可能性があります。平成26年９月30日時点でこれらの新株予約権による潜在株

式数は456,400株であり、発行済株式総数6,038,900株の7.6％に相当しております。

 

⑲ その他 

(1) 配当政策について

 当社グループは、利益配分につきまして、将来の財務体質の強化と事業拡大のために必要な内部留保を確保

しつつ、当社グループを取り巻く事業環境を勘案して、安定した配当を継続して実施していくことを基本方針

としております。しかしながら、現時点では配当を行っておらず、また今後の配当の実施及びその時期につい

ては未定であります。
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(2) 自然災害、事故等について

 当社グループでは、自然災害、事故等に備え、定期的バックアップ、稼働状況の常時監視等によりトラブル

の事前防止又は回避に努めておりますが、当社所在地近辺において、大地震等の自然災害が発生した場合、当

社設備の損壊や電力供給の制限等の事業継続に支障をきたす事象が発生して、当社グループの事業及び業績に

重要な影響を及ぼす可能性があります。
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２．企業集団の状況

 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は平成26年９月30日現在、当社（株式会社イグニス）、連結子会社５社及

び持分法適用関連会社１社によって構成されており、スマートフォン向け無料ネイティブアプリの企画・開発・運営・

売却事業を軸に、様々なネイティブアプリサービスを展開しております。

 なお、当社グループの報告セグメントにつきましては、スマートフォンアプリ事業の単一セグメントとしておりま

す。

 

[事業系統図]
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

 当社グループは「世界にインパクトを与えなければ、気がすまない」の経営理念のもと、急拡大を続けるスマー

トフォン市場を事業領域とし、ビジョンである「次のあたりまえを創る。何度でも」を実現すべく、既存のジャン

ルだけでなく、次のあたりまえになるような、新ジャンルへのチャレンジを経営の基本方針としております。

 当社グループは、当該方針に基づいて事業を展開し、また、コンプライアンスの徹底とコーポレート・ガバナ 

ンスの継続的な強化に努めながら、企業価値並びに株主価値の増大を図って参ります。

 

（２）目標とする経営指標

 当社グループが重要視している経営指標は、売上高及び営業利益であります。

 

（３）中長期的な会社の経営戦略

 当社グループでは、スマートフォンアプリ事業の中核ジャンルである無料ネイティブアプリを中心として、ツー

ル系をはじめとする既存ジャンルのみならず、ニーズのある新しいジャンルに挑戦し続けることで、常に最先端の

ジャンルでビジネスを行うインターネット企業となることを中期的な経営目標としております。

 主力ジャンルである無料ネイティブアプリにおいて、今後もインターネット広告市場は国内外を問わず成長する

ものと見込んでおります。また、ユーザー数増加に向け、新しいコンテンツを随時展開することにより、収益の拡

大に努めてまいります。

 全巻無料型ハイブリッドモデルは、新規コンテンツの拡充や海外展開を行うことに加え、複数コンテンツを集約

したアプリを展開し、安定してユーザー数を増加させることにより、収益の拡大に努めてまいります。

 ネイティブソーシャルゲームは、スマートフォン向けソーシャルゲームの新規投入やコンテンツの利用拡大に向

けた施策を推進することで、有料課金収入の拡大を図って参ります。

 また、事業規模の拡大と収益源の多様化を図るため、ビジネス領域の拡大にも積極的に取り組むと共に、世界で

スピーディに事業を拡大していくために、優秀な人材確保・育成のための人事制度の拡充や内部統制、コンプライ

アンス体制の強化に取り組んで参ります。 

 併せて、ユーザーに安定的にサービスを提供するために、システム基盤の強化に努めると共に、新たなサービス

やインターネット端末等の技術革新にも柔軟に対応して参ります。

 

（４）会社の対処すべき課題

① 収益基盤の確立及び安定化

 スマートフォンの登場により、IT業界では大きな市場変化が起きており、当社グループでは、既存の収益基盤

の拡大に加えて新たな収益源を確保することが、経営上重要な課題であると認識しております。当社グループで

は、スマートフォン市場を上回る成長を目標とし、成長戦略として以下の２つの大きな柱を掲げています。

(1)ニーズのあるジャンルへのチャレンジ

(a)あらゆる既存ジャンルへのチャレンジ 

 当社グループの強みである約800万人のMAUや品質、パンダキャラクター「だーぱん」などによる差別化要素を

全面に打ち出し、ツール系アプリやエンターテイメント系アプリなど得意ジャンルを深耕するとともに、未参入

のジャンルを含めあらゆるジャンルへチャレンジして参ります。

(b)全巻無料型ハイブリッドアプリの強化 

 全巻無料型ハイブリッドアプリについては、ビジネスモデルのブラッシュアップやラインアップの拡充、海外

展開など一層の強化を図ります。

(c)ネイティブソーシャルゲームアプリの展開 

 当社グループが今後提供していくネイティブソーシャルゲームアプリについて、開発期間の短縮、及びユーザ

ー数、ARPPUの伸長を図るとともに、少数精鋭を基本方針として新タイトルをリリースすべく、クリエイターの

採用と育成を進めます。また、海外市場の開拓についても進めて参ります。

 

(2)ニーズを掘り起こした新たな市場・新たなビジネスモデルの創造

 平成24年５月にツール系アプリの事業化に成功し、平成25年９月には全巻無料型ハイブリッドアプリを開発す

るなど、当社グループは１年の間隔で「次のあたりまえ」といえるスマートフォン関連の新たな分野を切り開い

て参りました。企業ミッション「次のあたりまえを創る。何度でも」を実行すべく、今後もニーズを掘り起こし

た新たな市場・新たなビジネスモデルを創造すべくチャレンジして参ります。

 上記、各成長戦略を推進することにより、ユーザー一人当たりの売上高を維持及び向上させていくことで、よ

り安定性の高い収益基盤の確立に努めていく方針であります。
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② 組織体制の強化と内部統制及びコンプライアンス体制の強化

 当社グループは、今後更なる事業拡大を推進するに当たって、従業員のモチベーションを引き出す目標管理制

度や福利厚生等の人事制度構築に努めながら、業務遂行能力、人格、当社の企業文化及び経営方針への共感を兼

ね備え、グローバルに活躍出来る優秀な人材の採用に取り組んで参ります。組織設計においては少人数単位での

チーム制を採用すると同時に、チーム毎の自律性を促すよう権限の委譲を推し進めることで意思決定の質とスピ

ードを維持するなど、従業員のパフォーマンスを最大化させる取り組みを引き続き継続していく方針でありま

す。また、内部統制及びコンプライアンス体制の充実・強化を図って参ります。

 

③ システム基盤の強化

 当社グループは、スマートフォンアプリをApple Inc.のスマートフォン「iPhone」・タブレット端末「iPad」

などのiOS搭載端末向け、及びGoogle Inc.のAndroid搭載端末向けに展開していることから、サービス提供に係

るシステム稼働の安定性を確保することが経営上重要な課題であると認識しております。そのため、各種アプリ

を運営する上では、ユーザー数増加に伴う負荷分散やユーザー満足度の向上を目的とした新規サービス・機能の

開発等に備え、設備への先行投資を継続的に行っていくことが必要となります。当社グループは、その重要性に

鑑み、今後においてもシステム基盤の強化への取り組みを継続していく方針であります。

 

④ 技術革新への対応

 当社グループは、先端的なテクノロジーを基盤にした新規サービスや新たなインターネット端末等の技術革新

に対して適時に対応を進めることが、事業展開上の重要な要素であると認識しております。各々の技術革新の普

及の進展を見ながら、柔軟な対応を図っていく方針であります。

 

⑤ グローバル展開への対応

 当社グループは、成長著しい世界のスマートフォンアプリ市場への展開を迅速に推進することが、今後の一層

の事業拡大を目指す上で重要であると認識しております。当社子会社であるIGNIS AMERICA, INC.に対して、ス

マートフォンアプリ開発におけるノウハウの共有を行うほか、アプリの広告宣伝活動の協力、内部管理体制の充

実と強化などにも取り組んで参ります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年９月30日) 
当連結会計年度 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 155,335 1,203,584 

売掛金 171,308 559,184 

貯蔵品 233 12,588 

繰延税金資産 32,236 50,345 

その他 10,339 65,725 

流動資産合計 369,453 1,891,428 

固定資産    

有形固定資産    

建物 24,062 24,062 

減価償却累計額 △4,679 △12,700 

建物（純額） 19,383 11,362 

その他 9,589 24,241 

減価償却累計額 △2,724 △10,123 

その他（純額） 6,865 14,117 

有形固定資産合計 26,248 25,479 

無形固定資産 1,099 41,209 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,000 23,785 

繰延税金資産 58,819 93,158 

その他 56,994 64,493 

投資その他の資産合計 121,813 181,436 

固定資産合計 149,162 248,126 

資産合計 518,615 2,139,554 

負債の部    

流動負債    

買掛金 12,351 42,715 

短期借入金 10,000 - 

未払金 10,020 205,556 

未払法人税等 197,766 256,775 

ポイント引当金 21,791 - 

1年内返済予定の長期借入金 13,656 - 

その他 46,179 37,767 

流動負債合計 311,765 542,815 

固定負債    

長期借入金 40,896 - 

その他 12,759 12,776 

固定負債合計 53,655 12,776 

負債合計 365,420 555,591 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年９月30日) 
当連結会計年度 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,000 559,398 

資本剰余金 - 558,398 

利益剰余金 154,220 463,673 

株主資本合計 155,220 1,581,470 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △2,026 2,491 

その他の包括利益累計額合計 △2,026 2,491 

純資産合計 153,194 1,583,962 

負債純資産合計 518,615 2,139,554 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 874,905 2,047,824 

売上原価 347,778 614,653 

売上総利益 527,126 1,433,171 

販売費及び一般管理費 218,719 871,423 

営業利益 308,407 561,748 

営業外収益    

受取利息 17 60 

雑収入 896 1,627 

営業外収益合計 913 1,687 

営業外費用    

支払利息 1,565 1,372 

株式交付費 - 5,107 

持分法による投資損失 - 10,965 

雑損失 299 825 

営業外費用合計 1,864 18,270 

経常利益 307,457 545,164 

税金等調整前当期純利益 307,457 545,164 

法人税、住民税及び事業税 197,768 287,079 

法人税等調整額 △91,055 △51,884 

法人税等合計 106,712 235,194 

少数株主損益調整前当期純利益 200,744 309,969 

当期純利益 200,744 309,969 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前当期純利益 200,744 309,969 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △2,026 4,518 

その他の包括利益合計 △2,026 4,518 

包括利益 198,718 314,488 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 198,718 314,488 

少数株主に係る包括利益 － - 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年10月１日 至 平成25年９月30日）

            （単位：千円） 

  株主資本 その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

為替換算 
調整勘定 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 1,000 - △45,706 △44,706 － － △44,706 

当期変動額               

新株の発行               

当期純利益     200,744 200,744     200,744 

連結範囲の変動     △817 △817     △817 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額）         △2,026 △2,026 △2,026 

当期変動額合計 － - 199,927 199,927 △2,026 △2,026 197,901 

当期末残高 1,000 - 154,220 155,220 △2,026 △2,026 153,194 

 

当連結会計年度（自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日）

            （単位：千円） 

  

株主資本 その他の包括利益累計額 

純資産合計 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 為替換算 

調整勘定 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 1,000 - 154,220 155,220 △2,026 △2,026 153,194 

当期変動額               

新株の発行 558,398 558,398   1,116,797     1,116,797 

当期純利益     309,969 309,969     309,969 

連結範囲の変動     △517 △517     △517 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額）       - 4,518 4,518 4,518 

当期変動額合計 558,398 558,398 309,452 1,426,249 4,518 4,518 1,430,767 

当期末残高 559,398 558,398 463,673 1,581,470 2,491 2,491 1,583,962 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 307,457 545,164 

減価償却費 7,559 19,232 

受取利息 △17 △60 

支払利息 1,565 1,372 

株式交付費 - 5,107 

持分法による投資損益（△は益） - 10,965 

売上債権の増減額（△は増加） △131,058 △387,601 

たな卸資産の増減額（△は増加） △233 △12,355 

仕入債務の増減額（△は減少） △7,118 30,327 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 21,791 △21,791 

未払金の増減額（△は減少） 8,054 195,503 

その他 23,431 △7 

小計 231,431 385,858 

利息の受取額 17 60 

利息の支払額 △1,565 △1,372 

法人税等の支払額 △77 △290,863 

営業活動によるキャッシュ・フロー 229,806 93,681 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △20,464 △14,554 

無形固定資産の取得による支出 △1,320 △43,930 

関係会社株式の取得による支出 △6,000 △34,751 

その他 △50,875 △8,980 

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,660 △102,217 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） - △10,000 

長期借入金の返済による支出 △18,536 △54,552 

株式の発行による収入 - 1,111,690 

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,536 1,047,138 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,021 4,140 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 130,588 1,042,743 

現金及び現金同等物の期首残高 23,804 155,335 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 942 5,505 

現金及び現金同等物の期末残高 155,335 1,203,584 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

（セグメント情報） 

 当社グループは、スマートフォンアプリ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日）

１株当たり純資産額 28.37円 262.29円

１株当たり当期純利益金額 37.17円 56.11円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 － 55.94円

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、当社

株式が非上場であり、期中平均株価が把握できなかったため記載しておりません。

２．当社は、平成26年３月10日付で普通株式１株につき600株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益金額を算

定しております。

３．当社は、平成26年７月15日に東京証券取引所マザーズに上場しております。平成26年９月期の潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から平成26年９月期末までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しております。

４．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日）

当連結会計年度
（自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（千円） 200,744 309,969

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 200,744 309,969

期中平均株式数（株） 5,400,000 5,524,068

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 16,909

（うち新株予約権（株）） － 16,909

 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか

った潜在株式の概要

 

新株予約権３種類

（新株予約権729個）

第１回新株予約権 230個

第２回新株予約権 165個

第３回新株予約権 334個

 

 

－
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（重要な後発事象）

業績目標コミットメント型募集新株予約権（有償発行新株予約権）の発行について

 当社は、平成26年11月13日開催の取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、当社

取締役及び従業員並びに完全子会社従業員に対し、公正価格にて有償で新株予約権を発行することを決議いたしまし

た。 

 

１．新株予約権の募集の目的及び理由 

 中長期的な当社の業績拡大及び企業価値の増大を目指すにあたり、より一層意欲及び士気を向上させ、当社グル

ープの結束力をさらに高めることを目的として、当社取締役及び従業員並びに完全子会社従業員に対して、有償に

て新株予約権を発行するものであります。 

 

２．新株予約権の発行要領 

① 新株予約権の数：   654個 

② 発行価額：      新株予約権１個につき4,000円 

③ 申込期日：      平成26年11月21日 

④ 新株予約権の割当日： 平成26年12月１日 

⑤ 払込期日：      平成26年12月12日 

 

３．新株予約権の内容 

① 新株予約権の目的である株式の種類及び数： 普通株式65,400株（新株予約権１個につき100株） 

② 行使価額：                １株あたり4,960円 

③ 発行総額：                327,000,000円 

 

４．行使期間 

 平成29年１月１日から平成36年11月30日 

 

５．行使条件 

① 本新株予約権者は、当社が金融商品取引法に基づき提出される平成28年９月期に係る有価証券報告書に記載さ

れた同期の連結損益計算書において、営業利益の額が、15億円を超えた場合に限り、本新株予約権を行使するこ

とができる。なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべき指標の概念に重要な変更があった場合には、当

社は合理的な範囲内において、別途参照すべき適正な指標および新株予約権の行使の条件として達成すべき数値

を取締役会にて定めるものとする。 

② 本新株予約権者は、以下の期間区分に従って、本新株予約権の一部または全部を行使するものとする。ただ

し、当社取締役会の決議により、以下の区分に関係なく新株予約権を行使可能とすることができる。なお、以下

の計算の結果、1個未満の端数が生じる場合は小数点第１位以下を切り上げるものとする。 

(a) 権利行使開始日（平成29年１月１日以降で上記５．の条件を満たした初日）から平成29年12月31日までにつ

いては、割当てられた新株予約権個数の25％以下とする。 

(b) 平成30年１月１日から平成30年12月31日までについては、割当てられた新株予約権個数の50％から、前年ま

でにおいて既に行使した個数を減じた個数以下とする。 

(c) 平成31年１月１日から平成31年12月31日までについては、割当てられた新株予約権個数の75％から、前年ま

でにおいて既に行使した個数を減じた個数以下とする。 

(d) 平成32年１月１日から権利行使期間の末日（平成36年11月30日）までについては、割当てられた新株予約権

個数から、前年までにおいて既に行使した個数を減じた個数以下とする。 

③ 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役、監査役または従業

員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認めた

場合は、この限りではない 

④ 新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。 

⑤ 本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することとなると

きは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。 

⑥ 各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。 

 

６．増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

① 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その

端数を切り上げるものとする。 
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② 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等増

加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

 

７．新株予約権の割り当て対象者及び数 

 当社取締役            １名   50個 

 当社従業員及び完全子会社従業員  43名  604個 
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５．その他

（１）役員の異動

 役員の異動につきましては、本日（平成26年11月13日）公表しました「役員の異動に関するお知らせ」をご参照

ください。
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